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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、歴史言語学におけることばの変化を扱う諸理論に対する実証的・理論的な
貢献を図ることを目的として、前置詞句をその構成要素に含むいくつかの構文の歴史的発達過程の実態を調査し、それ
らの歴史的発達過程を、認知言語学において広く採用されているもののことばの通時的発達の説明にこれまで応用され
ることの少なかった構文文法理論の観点から説明を試みた。研究期間中においては、本研究に関連する成果を、国際学
会１件を含む４件の研究発表と１冊の図書（共著）、および３編の学術論文、として公表した。

研究成果の概要（英文）：In the present research, I aimed at exploring construction grammar perspectives 
on the historical development of grammatical constructions with prepositional phrases. Examining the 
developments of prepositional phrases in the history of English, I presented cognitive historical 
analyses of the way-construction and the conative construction. Fruits of work in line with this reseaech 
within the research duration include 4 oral presentations at international, national and linguistic 
societies, one collectively written book, and 4 articles.

研究分野：英語学、英語史
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１．研究開始当初の背景 
現在、構文文法理論（Construction Grammar、
以下、CG とよぶ）は言語理論における大き
な潮流となっており、その枠組みで議論され
る言語表現（以下、構文（construction）と
よぶ）の中には、例えば way構文（例：John 
elbowed his way through the crowd.）や動
能構文（例：John shot at the target.）のよ
うに、前置詞句をその構成要素に含むものが
多くある。しかしながら、これまでの構文研
究は、もっぱら現代の話者が日常的に用いて
いる言語現象に焦点が置かれているという
のが現状である。この理由は、ひとつには、
CG が構文の通時的発達ではなく、子どもの
言語習得プロセスの解明に軸足を置いてい
ることによるものと考えられる。 
構文の通時的発達に対する CGに基づく研
究は、2000 年代前半頃まではその適用可能
性についての指摘が一部であったものの、そ
の理念に忠実な形で押し進められていると
は言いがたい状況であった。一例を挙げると、
way 構文に生起する動詞の種類の通時的な
拡張を扱った代表的な研究に Israel （1996）
があるが、そこでの議論のために用いられて
いるデータは、もっぱら使用文脈が捨象され
た 単 文 の 集 成 で あ る Oxford English 
Dictionary（以下、OEDとよぶ）に依拠する
ものである。OED は世界最大の収録語彙数
を誇る権威のある辞書であり、言語資料とし
てそれを用いること自体は妥当な研究手法
であるものの、OED にのみ依拠する Israel
の研究には、（1）どのような文脈の中でその
構文が使用され発達してきたのか、（2）構文
を構成する動詞句と前置詞句の共起関係が
どのようなものであったのか、といった視点
が考慮されていないという問題がある。これ
らの指摘は、構文が使用（文脈）との関係で
発達するという CGの基本的想定（これを用
法基盤モデル（Usage-Based Model、以下、
UBM とよぶ）を鑑みると、本質的な問題点
であるといえる。 
  
２．研究の目的 
近年、日本においても、いわゆる文法化
（grammaticalization、名詞や動詞などのよ
うな具体的な意味内容をもつ表現が冠詞や
前置詞のような抽象的な「要素間の関係」を
表す要素へ変化すること）に代表される言語
の通時的変化のメカニズムを CGの観点から
捉え直す動きが活発に見られるようになっ
ている。このような取り組みが見られるもの
の、大規模な歴史的言語資料を電子化してデ
ータベースとして保存している言語資料（以
下、コーパスとよぶ）を用いての研究や、文
献学的な知見に基づく CG研究は、日本にお
いても世界においても決して多いとはいえ
ず、今後さらなる発展の余地が残されている。 
以上の学術的背景を念頭に、本研究では、
コーパスを用いて、前置詞句を含む構文の発
達過程を、他の関連構文の発達を考慮しなが

ら記述・整理し、それらの構文化へ至るプロ
セスを CGの枠組みを用いた新たな言語変化
モデルを用いて説明することを目的として
いる。 
 
３．研究の方法 
本研究は、前置詞を含む構文の具体的事例と
して、way構文、動能構文を中心的に取り上
げて研究を進めた。この研究の方法としては、
（1）その構成要素に前置詞を含む構文の通
時的発達に対する実証研究と、（2）UBM を
基盤とした CGに基づく説明、に大別される。  
 
（1）通時的発達に対する実証的研究 
実証的研究に際しては、以下の 3点に注意を
払いながら、用例を採取した。 
①当該の構文の文脈内での特に語用論的
な背景 
②構成要素間の共起関係 
③テクストの種類を念頭に入れながらの
（トークン・タイプ）頻度の分布および
変化 
上記①および②を考慮に入れた試みにつ
いては、報告書のこれまでの way構文の研究
の中でも触れられているが、③の観点につい
ては含んでおらず、データの質と量の両面に
おいて、まだ十分なものとはいえなかった。
このような実証研究を行う上での不備を補
うため、本研究では、コーパスと古い時代に
出版された英語辞書や文法書を歴史的言語
資料として、各々の構文について順次調査を
進めていった。その際、本研究の焦点が現代
英語（おおむね 1900 年以降の英語）で日常
的に使用されている構文が発達していくプ
ロセスに置かれていることから、古英語期
（おおむね 1100 年頃までの英語）からの通
時的視点は維持しつつ、近代英語期（おおむ
ね 1500年から 1900年頃までの英語）以降の
発達を中心に調査を進めた。 
 
（2）構文文法理論（CG）に基づく説明 
理論的説明については、報告者の最近の研究
などから、特に Brinton and Traugott (2005)
（以下、 B&T とよぶ）による語彙化
（lexicalization、より具体的な（さらには特
殊な）意味内容をもつ表現に変化すること）、
文法化、およびイディオム化といった現象が
UBM において説明可能であることが明らか
になりつつあった。例えば、イディオム化を
通時的変化と捉えた場合、例えば be going to 
のように、主として文法化を経ていると考え
られるものから、lose sight ofのように語彙
化を経ているものがある。一般に構文はこの
いずれかの発達に分類できるものが多いが、
報告者が句動詞について最近発表した研究
で明らかになったように、同じタイプの構文
でも個別の事例においてはそのイディオム
化の性質が異なる場合も考えられるため、過
度の一般化とならないように、慎重に理論化
を図った。 



 
４．研究成果 
本研究では、（1）言語事実に対する実証的研
究と（2）理論的貢献、の両面において、以
下のような研究成果があったと考えている。 
 
（1）言語事実に対する実証的研究 
本研究期間においては、具体的な言語事実の
実証研究として、以下の 3種類の考察を行っ
た。 
①英語史における前置詞句の通時的発達 
②way構文の実証的・理論的考察 
③動能構文の実証的・理論的考察 
上記①において、古英語期には、一般に、
前置詞の目的語として、atのように与格名詞
のみを取るもの、throughのように対格名詞
のみをとるもの、そして overや onのように
与格名詞と対格名詞の両方を取るものがあ
る（前置詞はすべて現代語訳）。これまでは
個々の前置詞が何格の名詞を取るかは意味
ではなく、形式上決まっているという考え方
が一般的であったが、本研究では、現代ドイ
ツ語の格の選択が意味的（あるいは認知的）
に決まるという Smith (1987, 1993)や
Langacker (1999)の研究が古英語にも適用
可能であることを実例とともに示した。英語
では、現代ドイツ語とは異なり、初期近代英
語期までには与格と対格の形態上の違いが
消失したものの、例えば inと into、onと onto
のペアのように、到達後の位置を明示する to
が同時期以降、頻繁に用いられるようになり、
与格と対格の選択による意味的な違いは古
英語期とは別の形式で表現されるようにな
ったことを示した。この内容は、第 32 回日
本英語学会大会シンポジウムで発表した。 
 ②において、時代や地域、ジャンルなどに
区切られた様々なコーパスを用いて、way構
文の初期における発達から現代英語に至る
までの発達を調査した。まず、way構文の初
期の発達については、OED は 1400 年の
Mandevilleの例が引用されているものの、そ
の用例や当時のその用例以外の使用状況に
ついての調査はこれまでにはなかった。そこ
で、初出とされる用例をよく観察してみると、
現代英語とは異なる語順で用いられており、
さらに、1473年から 1701年までの 12万 5
点以上の資料を集めたデータベースである
Early English Books Online（以下、EEBO
とよぶ）を用いて way構文の初期の発達を調
べてみると、1400年代にはMandevilleの 2
つの写本の例のみしかなく、way構文が表れ
始めたのは、せいぜい 1600 年代頃からであ
ることを実証した。 
 EEBOを用いた調査によると、way構文の
初期においては、前置詞句については
throughと(in-, on-)toのいずれかがほぼ同頻
度で選ばれており、動詞についてはまずは
make が、その後 make とともに force の使
用が増えてくるという通時的事実が観察さ
れた。前置詞 throughと(in-, on-)toはともに

「移動と到達」を含意する前置詞であること、
および動詞 makeと forceがともに（力の行
使による）道の創造を意味することから、way
構文の初期における構文的意味は、「動作主
体が道の創造（その後は「力の行使」へと拡
張）により、ある場所を通過または到着する
こと」であると結論付けた。 
その後の way構文の発達については、様々
なコーパスを用いて用例を採取し、動詞の種
類については徐々にではあるが非常に多く
のものと、前置詞の種類についてはわずかに、
拡張を見せることが分かった。よって、 way
構文は、英語史を通じて以下の構文的意味
（ここではスキ－マとよぶ）が<1>（もっと
も具象的）から<4>（もっとも抽象的）の順
に拡張していったと結論付けた。 
  
<Way構文におけるスキーマの拡張> 
・[スキーマ<1>] 
道の創造による何らかの障害物の除去ま 
たはそれを回避する移動 
・[スキーマ<2>]  
力の行使による何らかの障害物の除去ま
たはそれを回避する移動 
・[スキーマ<3>] 
何らかの障害物の除去またはそれを回避
する移動 
・[スキーマ<4>] 
特異な様式での移動 
 
 このスキーマ<1>から<3>までの拡張プロ
セスについては、障害物の除去またはそれを
回避する移動手段の多様化のプロセスと考
えることができる。他方、スキ－マ<4>につ
いては、何らかの障害物の存在を想起するこ
とが困難な例があるものの、そのような用例
は現代英語においてもごく少数であり、例え
ば smile one’s way into one’s favourといっ
た用例のように、文のレベルでは動詞や前置
詞句から何ら障害物の存在を想起しにくい
ような用例であっても、文脈をたどって調べ
てみるとその移動が何らかの困難を伴うと
いった場合が多いことから、スキ－マ<4>は
すべての英語母語話者の脳内に定着した用
法ではないと考えられる。 
 way構文における以上の成果は、国際学会
（第 5回後期近代英語に関する国際会議）や
第 32 回日本英語学会シンポジウムを含む 4
件の学会で発表するとともに、2 編の論文と
して発表している。 
 ③において、動能構文は、目的語を伴う他
動詞構文と目的語を伴わない自動詞構文の
交替現象の事例として議論が始まり、その後
は様々な理論的枠組みで議論されてきた。本
研究では、古英語期や中英語期（おおむね
1100年から 1500年までの英語）においては
現代英語期に出版された文法書を中心に、近
代英語期については EEBO や当時出版され
た英語辞書や英文法書、それぞれを調査し at
がどのように記述されていたのかを調査し



た。その結果、前置詞 atは、作品により on
や inと競合しつつも、一貫して「場所」を表
していたものが、その場所の内部なのか外部
なのかについては意識されずに使われてき
たと考えられ、その構文的意味が、動能構文
がもつ「意図的な行為を描写するがその行為
が実際に達成されたかどうかは不明」といっ
た意味へと引き継がれているものと考えら
れる。つまり、動能構文が持つ「行為の達成
を背景化させる」意味は、動能構文に特有の
ものではなく、前置詞 atが古くから持ってい
る意味である可能性を示唆した。つまり、動
能構文は、個々の構成要素からは意味の予測
が不可能な程度の構文的意味を持っている
わけではなく、生産性が高いわけでもないた
め、動能構文を通時的発達の観点から捉える
と、文法化や語彙化とは無関係の発達である
ということになると結論付けた。 
 動能構文における以上の成果は、第 32 回
日本英語学会シンポジウムで発表している。 
  
（2）理論的貢献 
本研究は、言語事実の発掘とともに、CG の
理論的進展をその目的としている。具体的に
は、前置詞句をその構成要素に含むいくつか
の構文の歴史的発達過程を、CG において広
く採用されているもののことばの通時的発
達の説明にこれまで応用されることの少な
かった CGの観点から説明を試みた。 

CG には、現在のところ、その理念の多く
を共有しつつも言語観の違い等からいくつ
かの流派が存在する。また、CG に基づく言
語変化の歴史研究はまだ始まったばかりで
あり、今後は研究手法においてもさらなる精
緻化が求められる。本研究期間中に明らかに
なったものとして、構文化の方向性を挙げる
ことができる。報告者のこれまでの研究から、
構文化には、通常の語結合による構文化に加
えて、そこから①文法化の進行とともに発達
する構文化と、②語彙化の進行とともに発達
する構文化、の少なくとも 2つの方向性があ
ることを提案している。本研究では、動能構
文が①②のどちらにも該当しない可能性を
示唆した。 
本研究期間中では、個々の言語表現の歴史
的発達が、上記の理論的枠組みにおいて、ど
のように分析されるのかを考察した。その結
果、例えば現代英語の句動詞 set out は‘to 
start’の意味をもち、個々の構成要素からは意
味の予測が困難であることから、一見したと
ころ、②のタイプの変化であると分析できそ
うである。しかしながら、コーパスを用いた
調査や outと forthの分布上の競合から、set 
outはもともと setそれ自体で‘to start’の意
味を表しており、その後方向を表す forth と
共起し、さらには forthが outに置き換わっ
たことによりできた表現であり、その置換に
は、out が完了の意味（つまり文法的意味）
を獲得するプロセスの中で生じたことから、
「文法化とともに発達した構文化」の事例と

いうことになる。 
Way構文は、上述のスキ－マの拡張プロセ
スから明らかなように、通時的に動詞と前置
詞のタイプ頻度を拡げ、生産性を高めていっ
たことから、おおむね「文法化の進行ととも
に発達した構文化」の事例であるといえる。
しかしながら、同じ way構文であっても、現
代英語の wend one’s wayという表現は、ト
ークン頻度が極めて低く、動詞 wendが単独
で用いられることもないことから、この用例
に関しては、wend one’s wayという表現形式
で化石化（fossilization）したという意味で、
「語彙化の進行とともに発達した構文化」の
事例であると分析した。 
 動能構文については、前置詞 atが英語史を
通じて極めて高い頻度で用いられており、意
味や形式の変化も見られないことから、文法
化や語彙化とは無関係であるといえる。 
 最後に、本研究は、以下の点で、CG だけ
でなく、隣接する他の研究領域に対してもい
くつかの帰結を与えるものであると考えて
いる。まず、本研究では、コーパスを用いて
その文脈をたどりながらデータを採取した
が、これにより、より詳細な発達過程が明ら
かになり、その成果は歴史語用論の分野にも
還元されるものと考えられる。 
 また、古英語期の格の分布を CGの観点か
ら考察した研究はこれまでにはほとんどな
く、この成果は、当該の研究のみならず、英
語史の特に古英語期の格標示理論の研究に
も還元される。  
 さらに、現在はしばしば独立した現象とし
て研究が進められている文法化・語彙化・イ
ディオム化を扱う理論が、UBM を基盤とし
た CGにおいて統一的に説明可能であること
を示すことは、今後の歴史言語学と認知言語
学の両方の発展に大きく寄与するものと考
えている。  
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